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「売りサインをつくる－ＪＰ分析－」 ﾆｭｰﾗﾙﾈｯﾄｼｽﾃﾑ㈱

■ＪＰ分析シートを使った売りサインの作り方を解説したいと思います。
今回は、日経平均週足の売りサインについてです。ソフトは、期間が１０００週と長
い「ＪＰ１０００」ソフトを用いました。
個別銘柄の売りサインの作り方も似たようなものです。お試し下さい。

■売りサインの基本的な作り方の１例
株価弾性値が０以上、向きが逆Ｖ字、生株価弾性値が０以上、生株価弾性値が株価弾
性値を下抜いた、ＲＪ指数が７０以上、向きが逆Ｖ字、などを組み合わせてつくりま
す。

例えば、以下のようにです。シートは週足９０１番を使いました。

この条件は以下のように表示されます。（条件－チェック－９０１番）

もちろんこれだけでは、上記のように売りサインとして都合が悪い日も多々出てきます。
それら都合が悪い日を排除していくためには、他の日の各指標の数値と比較してさらに
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シートに入力していく必要があります。
他の日を含めた数値を調べるには「読み取り」機能を使います。
条件－読み取りから９０１を読み取ります。

以下のように表示されます。指標数値の枠があらわれました。

続けてサインの日を確認するために条件－チェックをします。

※最初と最後のシート番号は共に９０１番です。
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以下のように表示されました。

ここから、縦バーを移動させ、売りサインとして都合が良い日のみの共通項を探し出し、
再度シートにセットしていきます。

まず上記の縦線で残したい日付を決めます。
例えば、０７／０７／２２と０６／０４／３０とかです。

２つの日付の指標数値に注目し、共通項を見つけます。
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０７／０７／２２の数値一覧

０６／０４／３０の数値一覧

この両方の日付について、共通項を探していきます。

例えば、短／中弾、中／長弾、短／長弾がともに「５」です。
これをシートにセット後、読込をクリックしてから、条件－チェックをします。

追加します。
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売りサイン日が少し減りました。

次は、短長ＧＣ後日柄に注目し、
０７／０７／２２

０７／０４／３０

短長ＧＣ後日柄を「３５」以上と入力します。
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以下のようになります。

再度、読込をクリック後、条件－チェックで、以下のように表示されます。

うまい具合に２カ所のみ残すことに成功しました。

それでは表示されていない過去についてはどうでしょうか？

条件－シミュレーションから調べてみます。

調べるシートは９０１番です。
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半年先まで調べます。

以下のように表示されます。

今回は売りシートなので下に注目です。

この表を見てみると、９９／１２／１９は都合が悪いようです。仕掛けてからさらに
＋１５％ほどの高値があります。

では、どのように表示されているのか過去のチャートを表示させて調べてみましょう。
チャートを過去へとスクロールさせ、条件－チェック－９０１番です。
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９９／１２／１９はここです。見てのとおり、よくないですね。

次に先と同じように数値を比較して、今度は共通項でなく、違った部分を見つけてみま
しょう。

９９／１２／１９

ＲＪ指数に注目してみますと、「６１．８７」で向き「３」です。

そこで以下のような条件を追加します。
ＲＪ指数「７０」以上、向きは「５」（逆 V字）
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このようなシートとなりました。

続けてどこにサインが表示されるようになったかを調べてみましょう。

読込後、条件－チェックで、以下のように表示されます。

９９／１２／１９のサインは表示されなくなりました。
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条件－シミュレーションから確認してみます。

サイン表示日はさらに減り、合計五カ所のみとなりました。
以上が基本的な売りサインの作り方です。

■ポイント
・共通項を見つけて、都合が悪いサインを消していくという作業の繰り返しです。こ
れは買いサインでも同じことがいえます。
この作業をせずに良いシートは作成出来ません。面倒ですが、是非慣れて欲しいと
思います。
もう少し簡単に作成したいということであれば、条件－「売買条件作成」といった
機能も備わっております。ご活用下さい。
売買条件作成機能について
http://www.neuralnet.co.jp/jpsoft/jp11.html

・今回は基本ということで、くくりだす指標は少なくしましたが、シート中の一番左
側にある最高値比率、日柄、同じく最安値比率、日柄の項目も役立つもので、頻繁
に使います。

・全ての売りポイントについて都合良く表示させることは１つのシートでは無理です。
よって場面ごとにシートが必要になります。

・あまりにも厳しい条件にするとその日しかサインが表示されないといったことがあ
ります。このようなシート作成は避けたほうがよいでしょう。

最高値、最安値の項目の解説はこちちら
http://www.neuralnet.co.jp/jpsoft/032/page001.htm

株価弾性値について
http://www.neuralnet.co.jp/jpsoft/025/page001.htm

Ｍ指標について
http://www.neuralnet.co.jp/jpsoft/027/page001.htm

ＪＰ分析の使い方 －まとめサイト－
http://www.neuralnet.co.jp/tact/html/jpbunseki.html#01


